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4)足沢貞成 :今冬の調査結果の概要｡｢きると
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学会発表
斑 滋(1986):下北西北域のニホンザルの個
体群の動きと森林の変化｡日本晴乳動物学会第
1回大会,横浜国大にて｡
サル類保健飼育管理施設
松林清明(施設長･兼)｡後藤俊二 ･鈴木樹理
松林伸子0
61年度は研究所における実験用サル類の飼育お
よび研究使用に関して大きな転換が為された年で
あった｡従来のサルの研究使用とくに実験中の拘
束に対して,欧米から批判が寄せられたことに瑞
を発し,サル校の取り扱いを見直す動きが具体化
した｡即ちサル委員会を中山こ,米国NIHのガ
イドライン(19終年改訂版)に基本的に準拠した
｢サル類の飼育管理および使用に関する指針｣を
研究所独自にまとめ,またこの指針で定めた規格
に合わなくなった現有の飼育ケージを全面的に更
新すろ為の予算化が図られた｡上記指針は,サル
類の飼育や使用に際して,動物に無用な苦痛を与
えない串を主眼としたもので,場合によっては実
験手技さえ制限する厳しいものであり,これがき
ちんと守られているかどうかを監視する委員会の
設田も義務づけている｡当研究所のこの措置は,
国内の他の研兜機構にも影響を与え,いくつかの
学会 ･大学で,動物実験のあり方を規制または再
検討する気運が高まっている｡当施設は直接サル
校を扱う部署として,この間題に対して今後も大
きなff任をになってゆかねばならないだろう｡
研究活動としては,松林(宿)･後藤の2名が,
マカクの種分化に関する海外学術調査の一環とし
て.ミクロネシア･パラオ共和国のアンガウル島
で,カニクイザルの捕投調査を行った(11月-12
月)｡菜務面では,飼育ザルの所内繁殖は年間に
97頭,病気等による死亡は51頭という実損で,自
家実地態勢 ･保健管理業務ともにはは平常状態に
1)教務職員
安定してきたと云えよう｡人事面では,事務補佐
員であった伴野芳枝,飼育担当の春原則子両名が
退職し,後任に非常勤職員として今井志江(事務
担当),東俊之(飼育担当)の2名が採用された｡
研究概要
1)サル類の繁殖に関する研究
松林清明
チンパンジー精液の凍結保存法について,引き
続き検討を重ねた｡また所内で生まれたマカクの
第二次性比および1才性比を調べ,飼育下におけ
る性差を調べた｡
2)実験動物としてのサルの開発の研究
松林清明
パラオ共和国アンガウル島に約80年前に少数導
入されたと云われるカニクイザルの迫伝的変異性
を調べる為､現地で70頭を捕控､サンプルを持ち
帰った｡現在分析を行っている｡
3)マカク頬の成長に伴う限内祝所見の推移
後藤俊二
各種マカク類を対象に,加齢による屈折率や眼
底像の形態変化等について,単色光撮影法を応用
し観察を行っている｡ ･
4)サル類寄生虫症の疫学的･臨床病理学的研
究
後藤俊二
各地の野外生活ニホンザル群を対象に,消化管
内寄生虫柏の,生息環境による差異や季節変動等
について調査を行っている｡また,飼育下におけ
る伝播や腸炎発生と原虫相の関連等についての研
究を進めている｡
5)サル校の成長の生理学的および形態学的研
究
鈴木樹理
各種サル類の成長を,血中各種ホルモン･酵素
などの計測並びに生体計測によって解析した｡カ
ニクイザル･ニホンザル･アカゲザル･タイワン
ザル ･ボンネットザルについて研究を進めている｡
6)サル頬疾病の病理学的研究
鈴木税理
本研究所および野外で死亡したサル矧 こついて,
主に,死亡率の高いと思われる出生直後から幼若
齢までの死亡例を中心に,病理学的検索を行い,
そのおもな原因および年齢によろ疾病傾向および
各種疾病の病理形態の解明を行った｡
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